共通科目「総合講座（比較思想）」(丸山眞男記念比較思想研究センター公開授業)：東アジアにおける近代化と思想 by 安藤 信広
共
通
科
目
「
総
合
講
座
（
比
較
思
想
）」（
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
公
開
授
業
）
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
近
代
化
と
思
想
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
安
藤
信
廣
二
〇
一
二
年
度
後
期
の
公
開
講
座
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
近
代
化
と
思
想
」
は
、
受
講
者
募
集
案
内
の
「
授
業
概
要
」
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
目
標
を
持
っ
て
企
画
さ
れ
た
。
現
代
日
本
に
お
け
る
思
想
状
況
に
つ
い
て
、
多
様
な
視
点
か
ら
考
察
し
、
特
に
他
の
文
化
圏
の
思
考
形
態
や
他
の
時
代
の
文
化
と
の
比
較
を
通
し
て
新
し
い
問
題
を
提
起
し
ま
す
。
戦
後
日
本
の
思
想
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
丸
山
眞
男
の
仕
事
を
ふ
ま
え
、
ア
ジ
ア
と
の
関
係
、
戦
争
と
平
和
、
教
育
と
社
会
認
識
等
の
側
面
か
ら
、
現
代
日
本
の
抱
え
る
問
題
を
考
察
し
ま
す
。
こ
う
し
た
目
標
の
も
と
に
、
安
藤
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
、
東
京
女
子
大
学
教
授
四
名
に
よ
る
全
一
四
回
の
チ
ェ
ー
ン
レ
ク
チ
ャ
ー
形
式
で
講
義
が
行
わ
れ
た
（
一
四
回
の
概
要
は
末
尾
の
案
内
を
参
照
）。
安
藤
信
廣
担
当
の
「
日
中
両
国
の
近
代
化
と
「
イ
ソ
ッ
プ
物
語
」」
は
、
一
八
四
〇
年
代
に
中
国
・
上
海
で
刊
行
さ
れ
た
『
伊
娑
菩
喩
言
』
等
を
も
と
に
、
一
九
世
紀
の
日
中
両
国
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
圧
力
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
た
か
を
考
察
し
た
。『伊
娑
菩
喩
言
』
は
、「
イ
ソ
ッ
プ
物
語
」
の
漢
語
訳
本
で
あ
り
、
一
八
四
〇
年
、
中
国
・
広
東
で
英
人
ロ
バ
ー
ト
・
ト
ー
ム
に
よ
っ
て
翻
訳
・
刊
行
さ
れ
た
『
意
拾
喩
言
』
を
基
と
す
る
一
本
で
あ
る
。
こ
の
『
伊
娑
菩
喩
言
』
が
幕
末
嘉
永
・
安
政
年
間
に
日
本
に
伝
わ
っ
た
。
そ
の
最
初
の
読
者
の
一
人
が
吉
田
松
陰
（
一
八
三
〇
―
一
八
五
九
）
だ
っ
た
。
吉
田
松
陰
は
、『
伊
娑
菩
喩
言
』
を
「
自
謀
騙
人
」
の
物
語
と
し
て
受
け
と
め
、
西
欧
人
の
政
治
思
想
、
こ
と
に
西
欧
人
が
侵
略
を
行
う
際
の
論
理
を
示
す
も
の
と
し
て
、
把
握
し
た
。
攘
夷
の
信
念
を
強
め
る
方
向
で
把
握
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
も
う
一
方
で
、
日
本
を
相
対
化
し
て
見
る
視
点
を
育
て
る
一
助
に
も
な
っ
た
。
松
陰
の
複
雑
な
思
想
的
営
為
の
、
一
断
面
が
こ
こ
に
見
え
る
。
一
方
、
中
国
で
は
、
清
朝
末
期
の
啓
蒙
的
翻
訳
家
林
舒
（
一
八
五
二
―
一
九
二
四
）
が
、
一
九
〇
六
年
に
「
イ
ソ
ッ
プ
物
語
」
を
『
伊
索
寓
言
』
と
題
し
て
漢
語
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訳
し
て
い
る
。
こ
の
書
の
大
き
な
特
徴
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寓
話
の
後
に
訳
者
の
意
見
が
自
由
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
と
に
西
欧
の
圧
迫
に
対
し
て
主
体
性
を
守
り
独
立
を
貫
く
こ
と
を
強
調
し
て
説
く
も
の
が
多
い
。
松
陰
は
幕
府
批
判
と
い
う
政
治
論
の
確
立
に
向
か
い
、
林
舒
は
抵
抗
主
体
の
確
立
と
い
う
倫
理
観
の
形
成
に
向
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
一
九
世
紀
日
本
と
中
国
の
近
代
化
の
出
発
点
に
お
い
て
、「
イ
ソ
ッ
プ
物
語
」
に
出
会
っ
た
二
人
の
対
応
の
中
に
、
両
国
の
抱
え
込
ん
だ
課
題
を
追
究
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
茂
木
敏
夫
担
当
の
「
近
現
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
日
本
問
題
」
と
「
中
国
問
題
」」
は
、
一
九
世
紀
以
後
の
日
中
両
国
が
西
欧
と
の
対
峙
の
中
で
ど
の
よ
う
に
自
ら
の
自
立
を
保
持
し
て
来
た
か
を
検
討
し
た
。
一
九
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
は
、
西
洋
起
源
の
異
質
の
原
理
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
新
た
な
政
治
・
経
済
・
思
想
・
文
化
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た
価
値
を
体
現
す
る
人
々
と
遭
遇
し
、
ど
の
よ
う
に
し
て
自
ら
の
自
立
を
保
持
す
る
か
を
模
索
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
や
中
国
な
ど
は
、
主
流
と
な
っ
た
近
代
世
界
の
諸
価
値
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
西
洋
帝
国
主
義
か
ら
の
自
立
を
確
保
し
つ
つ
、
東
ア
ジ
ア
の
地
域
世
界
に
お
い
て
主
導
権
を
確
保
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
そ
の
際
、
日
本
と
中
国
は
近
代
世
界
に
お
い
て
、「
わ
れ
わ
れ
」
を
、
そ
し
て
「
彼
ら
」
を
ど
う
位
置
付
け
る
か
を
め
ぐ
っ
て
、
近
代
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
競
い
合
い
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
―
―
一
九
世
紀
以
降
の
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
史
を
、こ
の
よ
う
な
側
面
か
ら
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
「
文
明
の
日
本
と
半
開
の
中
国
」、「
進
ん
だ
日
本
と
遅
れ
た
中
国
」、「
帝
国
主
義
の
日
本
と
抵
抗
す
る
中
国
」、「
民
主
主
義
の
日
本
と
一
党
独
裁
の
中
国
」、「
加
害
者
の
日
本
と
被
害
者
の
中
国
」、「
海
外
ブ
ラ
ン
ド
を
パ
ク
る
中
国
」
等
々
、
と
。
こ
う
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
、「
わ
れ
わ
れ
」
と
「
彼
ら
」
を
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
主
流
と
な
っ
た
あ
る
イ
メ
ー
ジ
に
は
め
込
ん
で
問
題
化
さ
せ
、
東
ア
ジ
ア
の
主
導
権
争
い
に
お
い
て
「
わ
れ
わ
れ
」
を
有
利
に
導
こ
う
と
試
み
た
。
こ
う
し
た
現
象
を
、
授
業
で
は
と
り
あ
え
ず
「
日
本
問
題
」
と
「
中
国
問
題
」
と
呼
ん
だ
。
授
業
で
は
、
近
現
代
に
お
け
る
こ
う
し
た
問
題
を
、
一
九
世
紀
後
半
、
二
〇
世
紀
前
半
、
二
〇
世
紀
後
半
か
ら
現
在
の
三
回
に
わ
け
て
そ
の
概
要
を
紹
介
し
、
そ
の
背
景
に
あ
る
価
値
観
や
思
想
状
況
を
読
み
解
い
て
い
く
こ
と
を
試
み
た
。
黒
沢
文
貴
担
当
の
「
軍
隊
・
戦
争
・
和
解
」
は
、
近
代
の
戦
争
に
対
す
る
日
本
陸
軍
の
準
備
や
、
太
平
洋
戦
争
期
の
捕
虜
虐
待
、
戦
後
の
歴
史
認
識
に
つ
い
て
考
え
た
。
第
一
回
は
、
大
正
時
代
後
期
に
お
け
る
陸
軍
官
僚
の
「
革
新
」
化
に
つ
い
て
、
総
力
戦
と
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
い
う
二
つ
の
衝
撃
の
側
面
か
ら
考
察
し
た
。
第
二
回
は
、
太
平
洋
戦
争
敗
戦
後
の
戦
犯
裁
判
で
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
日
本
軍
の
欧
米
人
捕
虜
に
対
す
る
虐
待
の
問
題
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
原
因
を
探
求
し
た
。
第
三
回
は
、
昭
和
戦
前
期
日
本
の
戦
争
と
植
民
地
支
配
を
め
ぐ
る
戦
後
の
歴
史
研
究
と
歴
史
認
識
の
問
題
を
考
察
し
た
。
雨
田
英
一
担
当
の
「
近
代
日
本
に
お
け
る
競
争
と
教
育
」
は
、
明
治
以
降
の
日
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本
に
お
い
て
、
近
代
社
会
の
構
成
原
理
、
社
会
的
価
値
の
配
分
原
理
で
あ
る
「
能
力
の
原
理
」
が
も
た
ら
し
た
「
競
争
と
教
育
」
の
結
び
つ
き
に
注
目
し
、
そ
の
結
び
つ
き
方
と
展
開
の
基
本
的
な
性
格
と
問
題
点
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
「
競
争
と
教
育
」
の
結
び
つ
き
方
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
身
分
的
特
権
を
失
っ
た
氏
族
層
を
中
心
と
し
て
沸
き
起
こ
っ
た
「
立
身
出
世
主
義
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
日
本
の
近
代
化
を
推
進
し
た
活
動
の
思
想
的
・
心
情
的
な
起
動
力
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
授
業
で
は
加
え
て
文
化
的
遺
産
・
資
本
の
継
承
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
た
。
ま
た
国
民
の
下
層
に
ま
で
広
ま
っ
た
「
成
功
」
熱
を
取
り
上
げ
た
。
次
に
、
国
民
教
育
制
度
と
し
て
整
備
さ
れ
た
単
線
的
階
梯
的
学
校
制
度
と
、
任
用
原
理
を
属
性
か
ら
能
力
に
切
り
か
え
た
官
吏
任
用
制
度
と
の
結
び
つ
き
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
「
学
歴
主
義
」
を
取
り
上
げ
た
。
こ
の
競
争
は
、
実
業
界
に
労
務
管
理
制
度
が
形
成
さ
れ
る
と
、
国
民
各
層
に
広
ま
っ
た
。
官
界
・
実
業
界
と
も
、
労
務
管
理
の
基
本
的
な
性
格
は
、
人
格
的
支
配
関
係
を
含
ん
で
い
る
点
に
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
単
線
的
階
梯
的
学
校
制
度
と
結
び
つ
い
て
、
よ
り
上
位
の
学
校
を
目
指
す
進
学
競
争
を
引
き
起
こ
す
要
因
と
な
っ
た
。
進
学
競
争
は
戦
後
、
民
主
化
と
工
業
化
の
も
と
で
国
民
の
間
に
浸
透
し
て
い
く
。
最
後
に
、
国
民
を
競
争
へ
と
駆
り
立
て
た
観
念
に
、
適
者
生
存
・
弱
肉
強
食
・
優
勝
劣
敗
と
い
う
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
的
「
生
存
競
争
」
的
な
競
争
観
が
作
用
し
て
い
た
点
に
注
目
し
、
こ
の
競
争
観
と
の
関
連
で
問
題
点
を
整
理
し
た
。
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